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           平成３１年度おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ実施予定事業 
※平成３０年度実績値は、平成３１年１月末時点。 

①拠点機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

1 ＵＭＥＣＯ 
企画展 

きっかけ 市民活動団体が実施している社会貢献活動内
容等を多くの市民に紹介し、団体と市民がつ
ながるきっかけを作る。 

市民活動団体や関係所管部署からの展示企画の要
望等を反映した形で、各団体の特徴を生かしなが
らジャンルごとの展示をする。また、市の行事や
季節感のある行事を取り入れ、一般市民が興味を
示すような企画展を開催する。 

開催回数 ３０回 ２８回 

参加団体数 ３５ ３１ 

そ
の
他 

団体登録制度 ― 登録団体の登録期間は１年内で、翌年度の６
月３０日までとなる。（おだわら市民交流セ
ンター条例施行規則第６条より）これは、団
体に少なくとも１年に 1度は活動実績をベー
スに次年度の活動計画を立案し登録団体の更
新をする。書類の受理をすることでＵＭＥＣ
Ｏスタッフと登録団体とのコミュニケーショ
ンを図ることを目的とする 

ＵＭＥＣＯに登録している市民活動団体に、年度
更新の通知文を送付する。団体から必要書類の提
出を受けて確認できた団体に関し、ＵＭＥＣＯは
登録団体データーベースを更新する。それに合わ
せてＨＰの団体内容も更新される。 
又、市民への閲覧用としてＵＭＥＣＯ館内に登録
団体の紹介冊子を設置、公開し登録団体の活動紹
介をする。 

登録期間 ６月末まで
に団体登録
の更新完了 

 

活動エリアの
管理 

市民活動団体が、無料で使用できる活動の場
を提供する。 

登録団体が、３か月前から予約できる。なお、当
日空いている場合は交流エリアとして誰でも利用
できる。 

活動エリア 
稼働率 

28.00％ 26.01％ 

 

②相談・支援機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

2 相談業務 全て 市民活動・ＮＰＯ関係・その他一般市民の市
民活動に関する相談を受ける。相談内容に応
じ、適切な対応をすることにより、相談者の
市民活動を活発化させる。 

相談業務の充実を図るために、全ての相談をスタ
ッフ全員が受け付け対応できるようにする。通常
相談は常時受付、予約相談は月１回第１土曜日に
実施する。 

 

相談件数 
 

６０件 
 

４９件 

3 ＵＭＥＣＯ市
民活動応援補
助金 

行動 
実現 

市民活動団体が行う事業に対し、財政支援を
行うことにより、市民活動の活性化を図り、
市民の創意を活かした市民主体のまちづくり
を進めること。 

現行の小田原市市民活動応援補助金の内容に加
え、市民等からの寄附金も財源とする。種類はス
タートアップコース、ステップアップコース（プ
ランＡ及びＢ）とし、審査は小田原市市民活動推
進委員会委員からなる審査会で行う。 

応募件数 １８件  

H32補助金額 ２３０万円  

寄附金額 ３０万円  
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③協働支援機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

4 市民活動団体
と事業者との
協働事業 
 
 

実現 市民活動団体が企業とネットワークを組むこ
とにより、市民活動団体の活動場所や市民活
動の意義の周知や、又団体の資質の向上にも
つなげる。企業のＣＳＲと活動団体の協働事
業を行うことにより、更なる市民活動の推進
発展を図る。 

登録団体と企業が協働事業を展開することにより
登録団体の活動内容を、市内外の地域に周知する
ことが出来る。企業とのネットワークなので、企
業と相談の上 win winの中で活動する。又５年の
間で新たな企業との協働事業を開拓する。初年度
として実施可能な企業形態などを検討し施行す
る。 

開催回数 年３回 年２回 

参加団体数 ３０ ２０ 

参加者数 ９６０人 ６００人 

5 地域活動団体
ネットワーク
形成事業 
 
 
 
 

実現 地域活動団体は、地域を形成するうえで非常
に大きな力を持っている。そこで地域活動団
体と市民活動団体と連携する中で、地域の活
性化や課題解決へと結びつける。 
 
 

今年度は地域の課題解決のために、行政と情報交
換を行い、中間支援組織としては、ＵＭＥＣＯの
登録団体が地域課題の解決を支援する対策を企画
し実施する。 
又従来から実施している地域活動団体等からの依
頼に応じ、適した市民活動団体を選定し、紹介す
る。両者の交流を通してお互いの活動内容を理解
し、今後の発展的な活動に繋げる。 

実施回数 ６０回 ５７回 

実施団体数 １０ 
 

６ 

6 協働事業（う
きうき交流サ
ロン） 

行動 
実現 

市民活動の担い手となる高齢者の社会参加を
増やすとともに、ＵＭＥＣＯと同様にボラン
ティアを支援している小田原市社会福祉協
会・地域包括支援センターしろやまとの連携
を強化する。またできる範囲内で学校・企業・
市民活動団体に働き掛け新たな協働事業を展
開する。 

協働開催イベントは継続し、今後３事業体の実務
者協議を行って課題解決への企画案を提示する。
今後いろいろな面で市民活動が発展的につながる
ように活動を展開する。 

実施回数 
 

２回 ２回 

 

④学習・体験機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

7 市民活動入門
講座 

きっかけ 超高齢化社会の中、若い人も含めシルバー世代
の方が生きがいを持ち、活き活きとした社会生活
が出来るよう市民活動へのキッカケ作りをする。 

市民活動の基本的な内容や、なぜ市民活動が楽しい
のかを知って頂けるような講座を実施。市民活動を知
らない方を対象に、市民活動に興味を持ち、活動をは
じめてもらえるようなキッカケを作るための講座を開催
する。 

開催回数 １回 ２回 

参加者数 ４０人 ３７人 

8 ＮＰＯマネジ
メント講座 

実現 市民活動団体がＮＰＯ法人を目指し活動をし
て頂く手段として講座を企画。ＮＰＯ法人に
関する知識が得られるような講座を開催す
る。 
 

ＮＰＯ法人になる為の書類の作り方・帳簿のつけ
方・資金調達の方法など必要な内容について専門
家を講師として迎え講座を開催する。 

開催回数 １回 ３月予定 

参加者数 ２０人 ３月予定 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

9 夏休みボラン
ティア体験学
習 

きっかけ 青少年の時期には、学校内外を通じてボラン
ティア活動の場や機会を充実させることが大
切である。社会にどのような貢献ができるか
という「ボランティア精神の芽生え」のきっ
かけ作り。 

ボランティアの受け入れを登録団体に募集し、受
入れ団体と・児童・生徒との橋渡しをする。でき
るだけ多くの市民活動団体の活動を体験させるた
めに団体の積極的参加を得る。また、学生と関係
ある学校側の協力を得るよう働き掛ける。参加申
し込み方法を簡素化し、多くの生徒・学生・一般
も含めて参加しやすいようにする。 

開催回数 年１回 年１回 

参加団体数 ４５ ４５ 

参加者数 ２８０人 ２５８人 

10 学生支援 
（ティーサロン) 

きっかけ ティーサロンを通し高校生や（大学生）の企
画力や実施力を養う。そこでティーサロンの
企画や実施を通し若いアイディアを生かし市
民活動団体をはじめ、広く一般市民の方を対
象に、お茶をしながらソフトな雰囲気の中で
の交流会を開催する。 
又ＵＭＥＣＯからの様々な情報を提供し、市
民活動を知る機会を提供する。 

高校生が主体となって企画立案し運営する。この
事業を実施することにより高校生の企画力や行動
力、色々な団体との交流が出来る大きな機会とな
る。又企画の中で市民が興味を示す工夫や四季を
通じた行事色を生かし、誰もが一緒に季節感を楽
しみながらお茶を飲める雰囲気を作りおもてなし
等もする。 
ＵＭＥＣＯは活動に参加している高校生ボランテ
ィアの意思を尊重し、高校生自らが企画運営する
事業のサポートなどを行い、自立に向けた活動支
援をする。この活動を実施しているグループを、
高校生ボランティアグループ「パレット」と呼ん
でいる。 

開催回数 ５回 １０回 

参加者数 １５０人 ６８４人 

11 市民活動出張
（出前）講座 

きっかけ 中高大学生に対し、市民活動とは何かを知っ
てもらうと同時に、市民活動を実践するきっ
かけを作る。 

市内の大学や高校等へ積極的に働きかけ、市民活
動について広く周知する機会を得る。市民活動を
理解し啓発するために依頼し講座を開催する。 

開催回数 ４回 ４回 

参加団体数 １０ ８ 

12 男女共同参画
講演会 

きっかけ 
（男女共
同参画課） 

男女共同参画に関する講師を招き、男女共同
参画についての理解を深めると同時に市民活
動へのきっかけを作る。 

男女共同参画週間に講演会を実施する。 
 

開催回数 年１回 年１回 

参加者数 ７０人 ７０人 

13 女性のエンパ
ワーメント講
座 

きっかけ 
（男女共
同参画課） 

女性の自立をめざし、特に就労に視点を当て
経済的に自立を支援すると同時に市民活動へ
のきっかけを作る。今後人権・男女共同参画
課と長期計画を検討する。 

女性の働き方にもいろいろあるので自立に向け就
労・起業に関する講座を開催する。 

開催回数 １回 １回 

参加者数 ２０人 ４人 

14 インターンシ
ップ受入 

きっかけ 若い力を育てるためインターンシップの受入
れを行い、多くの登録団体とつながる機会を
作る。 

インターンシップを希望する学生に対し、充実し
た体験学習プログラムを企画し要望や希望を受け
入れ効果的な実施体験の場を提供する。 

開催回数 ２回 １回 

参加者数 ２人 １人 
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⑤交流・コーディネート機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

15 ＵＭＥＣＯ祭
り 

きっかけ 多くの市民にＵＭＥＣＯや市民活動団体を周
知し、市民活動参加へのきっかけを作ると共
に、参加団体相互の交流を図る。又、市民活
動に興味や関心を持った市民がともに市民活
動ができるようにする。 

登録団体や利用者が一堂に会し、活動発表や作品
展示など様々な企画（活動紹介・物品販売・パフ
ォーマンス）を行い、自分たちの活動内容を多く
の市民に知らせる。 

開催回数 １回 １回 

参加団体数 １０５ １００ 

参加者数 ４０００人 ４０００人 

16 声の万華鏡 行動 文学という大きなくくりの中から、西湘地域
の民話や、文学的作品の紹介を朗読を通して
多くの方に伝える。出演者は老若男女を問わ
ず希望者には幅広く参加して頂く。特に高校
生の演劇部と共催で実施する。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

文学を愛する多くの市民が自主的に運営委員会を
立ち上げ既に基礎が出来上がり実施している。今
後も運営委員会を主体に参加者を募集し内容の調
整をする。今年度も文学を中心とした団体さんと
高校生とコラボして第４回声の万華鏡を７月１５
日（祭日）に実施する。今後他の高校生にも協力
を得るために声かけし協力を得る。 

開催回数 １回 ２回 

参加団体数 ３０ ２７ 

参加者数 ４００人 ３５０人 

17 わくわく交流
会 

行動 登録団体同士の交流会により、他団体の活動
内容を知り、新たな発展的な活動の展開が行
われ、市民活動の推進を図る。 

分野別や課題別で団体が集まる市民活動団体間の
交流事業。情報交換やワークショップ等を行い、
地域課題の解決に貢献する。 
 

開催回数 ５回 ２回 

参加者数 １００人 ４０人 

18 新春交流会 行動 市民活動団体と連合自治会長が一堂に会し交
流を図ることで、市民活動団体同士及び市民
活動団体と地域活動団体とのつながりを生み
出す場をつくる。 

普段団体同士の交流が少ない中で、机上論で話し
合うのとは違い、飲食しながらお互い心穏やかに
ゆとりの中で会話のできる機会を持つ。１部はで
きるだけ団体の活動を知っていただけるような内
容を企画し、２部は参加者同士のコミュニケーシ
ョンが図れるよう工夫し楽しい会にする。 

開催回数 １回 1 回 

参加団体数 ５５ ５１ 

参加者数 １５０ １４２ 

19 市民交流広場 きっかけ 市民活動団体をはじめ、広く一般市民の方や
外国籍の方を対象に、楽しくソフトで自由な
雰囲気の中での交流会。 
また、ＵＭＥＣＯからの様々な情報を提供す
ることで、市民活動の裾野拡大を目指す。 

小田原市の一大イベントである「北条五代祭り」
は一般市民や観光客も含め多くの方が小田原に来
訪する。その機を逃さずＵＭＥＣＯの存在価値を
示すと同時に、ＵＭＥＣＯの宣伝をし興味をもっ
てもらう。又８月には「夏祭り」を企画し地域住
民と共に楽しく市民交流の場を設け市民活動の裾
野を広げる。 

開催回数 ２回  

参加者数 ３００人  
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⑥情報の集約・発信機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
３１年度 
目標値 

３０年度 
実績値 

20 メディア・ホ
ームページ・
情報発信 

きっかけ ＵＭＥＣＯのホームページとしてより多くの
市民に市民活動情報を発信し、小田原市の市
民活動の推進・ＵＭＥＣＯの利用促進を図る。
情報発信の身近な手段として、市民活動団体
や他の情報を知らせ市民活動に興味を持って
もらう。 
ＦＭ小田原、Ｊ：ＣＯＭのラジオ及びケーブ
ルテレビを通し、団体の活動を一般市民にＰ
Ｒし、更なる活動の推進につなげる。 

小田原市の市民活動を推進及びＵＭＥＣＯの利用
促進につながる様々な情報を収集して、ホームペ
ージで迅速・正確に発信する。（市民活動団体に必
要な情報・助成金・活動の予告・団体からの情報
その他必要と認める内容を掲載する。） 
ＦＭおだわら（毎週日曜日の午前 10時）10分～15
分間、団体の活動紹介をする。 
Ｊ：ＣＯＭ（随時） 
団体のイベント情報の紹介等を行う。 

毎月入れ替え 毎月迅速に  

ＦＭおだわら 
回数・参加団体数 

毎週日曜日 
４８ 

毎週日曜日 
４２ 

Ｊ：ＣＯＭ 随時要請 ５ 

21 ＵＭＥＣＯだ
よりの発行 
 
 
 
 
 
 
つながるの発
行 

きっかけ 
 
 
 
 
 
 
 
行動 

「ＵＭＥＣＯだより」は、一般市民や市内外
の方にもセンターの情報や取材したタイムリ
ーな記事を載せ情報紙としての価値を高め
る。また一般市民や多くの方に市民活動への
興味をもってもらえるようなイベントやボラ
ンティア募集等の情報等を提供し、市民活動
への担い手を増やす。 
 
「つながる」では、活動団体にＵＭＥＣＯの
事業の情報や市民活動に関わる情報を提供し
利用促進を図る。 

市民が社会貢献活動に興味をもってもってもらう
ようイベントやボランティア募集の情報を掲載す
る。市民活動団体の情報だけでなく、市民が関心
を示す社会的な記事・季節感ある記事等まさに情
報紙として価値ある内容を載せる。 
◆偶数月隔月 6 回発行 
 
 
活動団体が他団体の情報や、活動を知らせるため
の記事を載せる。 
◆偶数月隔月６回発行 

発行回数 ６回 ６回 

発行部数 各２５００部 各２５００部 

 


